
編集後記
傍聴を希望される方は、お気
軽に議会事務局までお問い合
わせください。

　議会広報特別委員会では、『ワッタウムイ』、『みんなの声
聞いてみました』など、新しい企画にも取組んでいます。
これからも村民皆様に興味を持っていただく広報誌作りに
取組んでいきたいと思います。
　ご感想やご意見・ご要望をお寄せ下さい。
　宜しくお願いします。　

事務局　知念一史

傍聴席へどうぞ

TEL 0980-49-2924（直通）

題字を書いていただいた
内間梅正さん
昭和２年７月９日生まれ（満88歳）
（東江上区・ウサパンタ家）

わーどぅ
はちゃんどー

　現在グループホームご入所中の梅正
さんは、カラオケがご趣味で特に軍歌
が得意。
　それに増し奥様の面会が何より一番
の楽しみな梅正さんです。
　昔から達筆だったとのこと、題字も
一発でお見事に書いて下さいました。

　平成 29 年 4 月 18 日付けで当選証書
を受けた東江上区の知念一吉です。
　これから、伊江村議員として地域の事、
伊江村の事をサポートしていきたいと思い
ますので宜しくお願い致します。

題字執筆者紹介

議員
紹介

※６月は定例議会が開催されます。（防災無線で周知します）

ナガラ原地区に広がる葉たばこ風景　５月９日撮影
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平成 29年 第 2回 3月定例会

81億2,827万6千円（6会計）を可決 一般会計は56億9,000万円
前年度比8,000万円余の増額予算

平成29年度予算総額

一般会計　歳入内訳（単位/千円）

平成29年度　会計別当初予算

一般会計　歳出内訳（単位/千円）

　平成29年第2回（3月）定例会を、3月9日から17日までの9日間の会期で開催した。

　本定例会では、平成29年度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ、平成28年度補正予算など

29件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決した。

（審議結果の概要は12ページをご覧ください。）

　平成29年度各会
計の当初予算案は、
全議員で構成する
予算審査特別委員
会に付託され、執行
部から詳しい説明
を求め、集中的に審
査を行った。
　その結果、付託さ
れた6議案はすべて
原案のとおり可決
すべきものと決定
された。

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入

地方譲与税
利子割交付金
県民税配当割市町村交付金
県民税株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

村税

　　　　　　自主財源合計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
村債

　　　　依存財源合計
　　　　　歳入合計

そ
の
他

自
主
財
源

そ
の
他

依
存
財
源

334,556
14,368
89,525
101,793
10,002
624,724

1
88,424

1,263,393
1,921,745
1,198,344
826,730
295,000
42,241
158
390
308

54,154
1,907
7,855
75,915
260
1,600

4,426,607
5,690,000

会　計　名
一般会計

診療所特別会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計

船舶運航事業会計
合　計

前年度比増減額（千円）
88,000
24,600
-6,333
1,069
6,993
-23,718
90,611

予算額（千円）
5,690,000
334,600
1,126,709
67,552
218,504
690,911
8,128,276

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
合計

72,363
750,770
933,448
309,688

1
999,881
373,371
267,963
24,744

1,441,544
3,502

445,915
16,810
50,000

5,690,000

歳入予算額の状況歳出予算額の状況

議会広報議会広報

☆一般会計と特別会計
　　一般会計は、村税などの収入を
もとに、一般的な各種事業の事務
を処理するための会計
　　特別会計は、受益と負担の関係
を明白にするため国保税などの特
定の収入をもとに、特定の事業の
事務を処理するための会計
☆歳入と歳出
　　国又は地方公共団体（県・市町
村）の一会計年度中における収入
と支出
☆自主財源と依存財源
　　自主財源は、村が自主的に徴収
または収納することができる財源
のことで「村税」、「諸収入」など
　　依存財源は、国や県から交付さ
れたり、割り当てられた財源のこと
で「地方交付税」、「国県支出金」、
「村債」など

総務費
13.2%

議会費
1.3%

諸支出金
0.3%

予備費
0.9%

災害復旧費
0.1%

衛生費5.4%
商工費
6.6%

土木費
4.7%

消防費
0.4%

教育費
25.3%

農林水産業費
17.6%

公債費
7.8%

民生費
16.4%

労働費
0.0%

村税
5.9%

自主財源
22.2%依存財源

77.8%

その他
16.3%

地方交付税
33.8%

国庫支出金
21.1%

県支出金
14.5%

その他
3.2%村債

5.2%



2017年 6月　No.157 2017年 6月　No.157

3 2

平成 29年 第 2回 3月定例会

81億2,827万6千円（6会計）を可決 一般会計は56億9,000万円
前年度比8,000万円余の増額予算

平成29年度予算総額

一般会計　歳入内訳（単位/千円）

平成29年度　会計別当初予算

一般会計　歳出内訳（単位/千円）

　平成29年第2回（3月）定例会を、3月9日から17日までの9日間の会期で開催した。

　本定例会では、平成29年度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ、平成28年度補正予算など

29件の議案を審議し、すべて原案のとおり可決した。

（審議結果の概要は12ページをご覧ください。）

　平成29年度各会
計の当初予算案は、
全議員で構成する
予算審査特別委員
会に付託され、執行
部から詳しい説明
を求め、集中的に審
査を行った。
　その結果、付託さ
れた6議案はすべて
原案のとおり可決
すべきものと決定
された。

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入

地方譲与税
利子割交付金
県民税配当割市町村交付金
県民税株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

村税

　　　　　　自主財源合計
地方交付税
国庫支出金
県支出金
村債

　　　　依存財源合計
　　　　　歳入合計

そ
の
他

自
主
財
源

そ
の
他

依
存
財
源

334,556
14,368
89,525
101,793
10,002
624,724

1
88,424

1,263,393
1,921,745
1,198,344
826,730
295,000
42,241
158
390
308

54,154
1,907
7,855
75,915
260
1,600

4,426,607
5,690,000

会　計　名
一般会計

診療所特別会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計
船舶運航事業会計

合　計

前年度比増減額（千円）
88,000
24,600
-6,333
1,069
6,993
-23,718
90,611

予算額（千円）
5,690,000
334,600
1,126,709
67,552
218,504
690,911
8,128,276

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
合計

72,363
750,770
933,448
309,688

1
999,881
373,371
267,963
24,744

1,441,544
3,502

445,915
16,810
50,000

5,690,000

歳入予算額の状況歳出予算額の状況

議会広報議会広報

☆一般会計と特別会計
　　一般会計は、村税などの収入を
もとに、一般的な各種事業の事務
を処理するための会計
　　特別会計は、受益と負担の関係
を明白にするため国保税などの特
定の収入をもとに、特定の事業の
事務を処理するための会計
☆歳入と歳出
　　国又は地方公共団体（県・市町
村）の一会計年度中における収入
と支出
☆自主財源と依存財源
　　自主財源は、村が自主的に徴収
または収納することができる財源
のことで「村税」、「諸収入」など
　　依存財源は、国や県から交付さ
れたり、割り当てられた財源のこと
で「地方交付税」、「国県支出金」、
「村債」など

総務費
13.2%

議会費
1.3%

諸支出金
0.3%

予備費
0.9%

災害復旧費
0.1%

衛生費5.4%
商工費
6.6%

土木費
4.7%

消防費
0.4%

教育費
25.3%

農林水産業費
17.6%

公債費
7.8%

民生費
16.4%

労働費
0.0%

村税
5.9%

自主財源
22.2%依存財源

77.8%

その他
16.3%

地方交付税
33.8%

国庫支出金
21.1%

県支出金
14.5%

その他
3.2%村債

5.2%



2017年 6月　No.157 2017年 6月　No.157

5 4

本予算案は56億9,000万円、平成28年度当初予算比で8,800万円、
1.57％増となっています。歳入では、地方交付税2,543万3,000円、
国庫支出金４億4,068万8,000円の増。このうち、特定防衛施設
対策交付金が、平成28年度４億9,156万9,000円から、９億
6,814万1,000円へ、４億7,657万2,000円の増となり、歳入総額
の17％を占めているのが特徴であります。県支出金は4,518万
4,000円 の 増 と な る 一 方、地 方 消 費 税 は2,064万2,000円、
27.6％の減となっています。歳出では、農林水産業費で１億
3,322万4,000円、商工費で１億2,716万9,000円の増が予算総額、
対前年度比1.57％増の主な要因となっています。総務費では国民
全員の個人情報を政府が掌握するためのマイナンバーカードの発
行枚数が、村民全体のわずか7.9％であることが明らかになりまし
た。この制度の必要性を多くの村民が受け入れていないことを証
明するものであります。個人情報を丸裸にする制度と言われるマ
イナンバー制度は、即刻廃止すべきであります。
ゴルフ場の運営補助金も前年度同額の700万円が計上されてい
ます。平成27年度ゴルフ場の損益は、実質、赤字の損益が700万

円の補助金によって530万円余りの黒字決算になりました。
ゴルフ場利用税交付金は190万7,000円にすぎないゴルフ場へ
の補助金は赤字分に限るべきだと考えます。
福祉、教育、医療保険の分野では、子どもの貧困対策として
非課税世帯の保育料の無料化、就学支援費の増額、預かり保
育料の補助金増額が計上されています。子育て支援事業では、
預かり保育料の保護者負担軽減措置、給食費の軽減措置がな
されていますが、入学支度金については、全国的に広がって
いる入学前支給を実施するべきだと考えます。医療保険分野
では、子どもの医療費の村立診療所での窓口負担の増額計上
がなされておりますが、平成28年度は年度途中から実施され
たものであり、当初予算との比較はできません。窓口負担の
無料化を全県の医療機関で実施できるよう、取り組んでいく
べきだと考えます。総務費、県委託金では、本予算案にもわ
ずか２万円ではありますが、自衛官募集業務委託金が計上さ
れています。
防衛費は安倍内閣になって増え続け、平成28年度当初予算
としては初めて５兆円を超えました。平成29年度当初予算案
も前年度当初予算を上回り５兆1,251億円になっています。軍
事力増強を推し進める安倍暴走政権にブレーキをかける上で、
地方から反旗を翻すことを訴えるものであります。本予算案
から自衛官募集業務委託金の返上を求め、平成29年度一般会
計予算案への反対討論とします。

平成 29 年度施政方針において、互いに支え合い誇りをもって、
豊かな気持ちで暮らし続けられる村づくりの理念のもとに、６つ
の基本方針と９つの主要施策が示されました。
産業振興、学校教育環境整備、学力向上、住民福祉の向上、子

育て支援、医療の確保、保健の充実、道路、住宅等の整備、防災
行政や情報基盤の整備、基地行政等々の施策に即したきめ細やか
な事業計画と予算編成となっております。

制度創設をされてから、６年目を迎える沖縄振興特別推進
交付金については、県内で唯一、完全執行は本村のみで、関
係機関から好評価を受けているところであります。平成 29 年
度は減額となりましたが、生活環境整備、学習支援、人材育成、
交流事業と 12 の事業が計画をされ、引き続き完全執行される
ことを期待します。
学校給食費については、全児童生徒を対象とした半額助成

が開始され、保護者の負担軽減になり、喜ばれるものと思慮
します。今後も多様化、複雑化するであろう社会情勢の中、
村民ニーズに対応する職務の範囲も幅広いものになると思い
ますが、議会での声は、村民の声と真摯に受け止めていただき、
職員一丸となり、報告・連携・相談を怠ることなく、職務に
邁進していただけますようお願い申し上げ、56億 9,000 万円
の平成 29年度一般会計予算案に対し、賛成いたします。

反対討論反対討論
■ 一般会計予算案

10番　名嘉　實 議員

■ 一般会計予算案
５番　内間広樹 議員

　本予算案にも米軍の航送計画が盛り込まれております。昨年 10
月 31 日には、米軍は村当局及び議会の軍艦の港湾使用反対申し
入れを拒否し、米海軍のＬＣＵ202 揚陸艇を入港させ、海兵隊の
高輝度装甲車を積載し入港しました。高輝度装甲車ＬＡＶは機関
銃も装備した水陸両用装甲車です。
　翌 11 月１日には時化のため、揚陸艦は入港せず、高輝度装甲
車やハンビー型装甲車をフェリーに積載し、帰還しました。私は
フェリーでの米軍航送には一環して反対してきましたが、当局は
一般旅客運送法によって、米軍の航送は拒否できないとしてきま
した。本予算質疑の中では、海上運送法第 12 条、第 13 条によっ
て拒否できないとされました。海上運送法第 12 条には、運送の
引き受け義務として、一般旅客定期航路事業者は指定区間におい

ては、次の場合を除いて旅客手荷物及び小荷物の運送並びに
自動車航送をする一般旅客定期航路事業者にあっては、当該
自動車航送を拒絶してはならない。
１．当該運送が法令の規定又は公の秩序、または善良の風俗
に反するとき。２．天災その他やむを得ない事由による運送
上の支障があるとき。３．当該運送が第９条の規定により認
可を受けた運送約款に適合しないとき。第 13 条、不当な差別
的取扱いの禁止、一般旅客定期航路事業者は、旅客手荷物及
び小荷物の運送、並びに自動車航送をする一般旅客定期航路
事業者にあっては、当該自動車航送をする場合において、特
定の利用者に対し、不当な差別的取扱いをしてはならないと
規定されております。12 条も 13 条も、一般旅客に対する規
定であり、米軍を一般旅客とすることには無理があります。
法的にも無理な米軍の航送はすべきではありません。
　平成 29 年度予算案から米軍の航送計画の撤回を求め。平成
29年度船舶運航事業会計予算案に対する、反対討論とします。

　近年は、民泊事業や観光客の増加により、旅客ニーズの多様化
に伴い、バリアフリー化設備能力の向上を求められ、就航から 25
年を迎えるぐすくの代船建造も、沖縄県離島海運振興株式会社か
ら発注され、着工に至り、平成 30 年７月就航予定であります。

今年度も沖縄振興特別推進交付金事業で、自動車コスト負担
軽減事業や離島割引券システムモデル事業、伊江村ホームペー
ジサービス拡充強化事業で、より村民の負担軽減や１日五航
海の周年運航に向けた可能性調査の実施で、ますますの利便
性を期待するものであります。本村の観光振興と産業発展、
住民生活の向上発展に、より一層の安全運航と、健全運営を
確信し、平成 29 年度伊江村船舶運航事業会計予算（案）に対
する賛成討論といたします。

■ 伊江村船舶運航事業会計予算案
　　10番　名嘉　實 議員

■ 平成29年度伊江村船舶運航事業会計予算案
９番　知念一邦 議員

賛成討論賛成討論

予算審査特別委員会質疑
ち
ゅ
ら
島
づ
く
り
応
援
基
金
繰
入
金

に
関
係
し
て
、
お
返
し
の
品
額
が

40
％
程
度
と
あ
り
ま
し
た
が
、
返
礼
品
合
戦

が
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
40
％

と
い
う
の
は
、
県
内
市
町
村
で
は
高
い
水
準

な
の
か
、
低
い
水
準
な
の
か
。
あ
る
い
は
市

町
村
の
平
均
と
い
う
の
は
ど
の
ぐ
ら
い
な
の

か
伺
い
た
い
。

返
礼
品
の
率
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
平
均

ぐ
ら
い
で
、
低
い
と
こ
ろ
で
30
％
、

高
い
と
こ
ろ
で
50
％
か
ら
60
％
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
の
す
ご
く
華

美
に
な
り
、
返
礼
品
合
戦
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
御
批
判
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
応
援

し
た
い
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
い
ま
す

か
、
村
政
に
対
す
る
応
援
と
い
う
の
が
趣
旨

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

計
画
策
定
事
業
、
説
明
の
中
で
は
、

合
宿
所
の
検
討
等
と
あ
る
。
今
現
在
、
そ
の

合
宿
所
の
検
討
で
ど
こ
に
建
て
る
と
か
、
そ

う
い
っ
た
基
本
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

合
宿
施
設
の
計
画
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
計
画
を
進
め
て
お
り
ま

す
総
合
運
動
公
園
施
設
整
備
の
近
傍
が
望
ま

し
い
も
の
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

基
本
計
画
策
定
の
中
で
、
合
宿
施
設
か
ら
の

移
動
可
能
距
離
等
の
調
査
検
証
や
現
地
調
査

及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
既
存
施
設
の
利
活
用
も
視
野
に
入
れ
た
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
枠
を
考
慮
し
、
多
面
的
総
合

的
に
判
断
を
し
て
、
計
画
地
の
策
定
を
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

屋
内
運
動
場
の
コ
ー
ト
は
人
工
芝
使

用
で
あ
る
。
各
区
に
あ
る
コ
ー
ト
は

天
然
芝
で
あ
り
、
練
習
用
と
大
会
場
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
か
な
り
大
き
く
、
各
区
に
も
２

面
も
っ
て
い
る
う
ち
の
１
面
を
人
工
芝
に
張

り
替
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
要
請
が

あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
で
き
な
い
か
伺
い
た

い
。

工
事
的
な
費
用
も
含
め
調
査
研
究
し
、

平
成
29
年
度
の
中
で
、
事
業
活
用
も

含
め
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
で
あ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
要
望
で
す
の
で
、
応
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
共
進
推
対
策
補
助
金
50
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
江
島
の
代
表

と
し
て
伊
江
島
牛
を
全
国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す

る
わ
け
で
す
の
で
出
品
者
が
重
荷
に
な
ら
な

い
よ
う
な
、
報
償
金
を
出
し
た
方
が
良
い
と

思
う
が
村
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

沖
縄
県
、
あ
る
い
は
改
良
協
会
、Ｊ
Ａ
、

そ
し
て
村
の
改
良
組
合
等
々
と
連
携

を
密
に
し
て
、
伊
江
村
か
ら
全
共
に
出
品
牛

が
で
き
る
よ
う
な
態
勢
を
今
後
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
出
品
と
し
て
選
ば
れ
た
畜
主
の
皆
さ
ん

に
胸
を
張
っ
て
、
大
会
に
臨
ん
で
い
け
る

よ
う
負
担
軽
減
も
図
り
な
が
ら
、
全
共
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

村
外
か
ら
、
あ
る
い
は
県
外
か
ら
大

人
の
皆
さ
ん
が
民
泊
を
し
な
が
ら
、

伊
江
村
内
に
あ
る
歌
碑
め
ぐ
り
を
す
る
傾
向

に
あ
り
、
今
後
増
え
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
案

内
人
が
統
一
し
た
歌
碑
案
内
を
す
る
た
め
に
、

民
泊
関
係
者
、
案
内
人
を
含
め
て
講
習
会
を

開
催
し
た
ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
回
琉
歌
の
講
師
を
さ
れ
る
方
と
相

談
を
し
て
、
今
年
琉
歌
の
講
座
も
、

公
民
館
講
座
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

そ
れ
と
は
別
に
歌
碑
に
つ
い
て
も
、
１
回
は

講
座
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
は
村
民
対
象
と
い
う
形
で
す
の
で
、
民
間

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

製
糖
工
場
か
ら
旅
行
村
ま
で
大
き
い

プ
ラ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

植
え
つ
け
を
福
祉
作
業
所
に
委
託
で
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
役
場
で
指
示
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か
丸
投
げ
の
よ

う
な
感
じ
で
、
金
だ
け
払
え
ば
い
い
と
い
う

よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。
や
は
り
役
場
の
担

当
職
員
が
行
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
現
在

も
植
え
て
す
ぐ
に
枯
れ
て
い
る
の
も
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
の
お
金
を
使
っ
て
ど
う
か
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

担
当
課
で
し
っ
か
り
と
状
況
を
把
握

し
、
的
確
な
指
示
を
し
て
、
し
っ
か

り
と
更
新
し
て
い
く
よ
う
な
体
制
が
一
番
重

要
だ
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ

う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

団
地
の
家
賃
に
関
し
て
、
あ
る
程

度
の
所
得
を
超
え
る
と
一
気
に
家

賃
が
上
が
り
、
上
限
の
10
万
７
，０
０
０

円
に
な
る
。
公
営
の
家
賃
が
高
く
な
る
の

は
、
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
額

の
上
限
が
10
万
円
を
超
え
る
と
い
う
の
は
、

大
都
市
並
み
の
家
賃
で
は
な
い
か
と
思
う
。

算
定
基
準
が
国
の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
し
か

で
き
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ
村
長
、

平
成
29
年
度
で
調
査
を
し
て
、
解
決
す
る
方

向
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
役
場
を
挙
げ
て
、
調
査
、
研
修

を
し
て
、
何
ら
か
の
軽
減
策
が
今
後
、

で
き
る
よ
う
な
方
策
が
な
い
か
、
頑
張
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
状
認
識
は
、
全
く
一
緒
で
し
て
、
所
得
の

低
い
、
若
い
皆
さ
ん
を
伊
江
島
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
住
宅
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う

公
営
住
宅
の
精
神
か
ら
し
て
、
そ
の
辺
の
部

分
を
し
っ
か
り
と
検
討
を
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
券
売
機
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、

往
路
・
復
路
と
も
全
部
、
同
じ
白
で
、

年
寄
り
の
方
は
分
か
り
づ
ら
い
の
で
困
っ
て

い
る
。
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
と
行
き
が

黒
で
帰
り
が
赤
と
分
か
り
や
す
い
が
、
券
売

機
も
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
な
色
つ
き
は
で

き
な
い
の
か
。

往
路
な
の
か
、
復
路
な
の
か
、
ど
っ
ち

な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
た
だ
い

ま
の
御
指
摘
同
様
、
何
件
か
伺
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
改
善
に
向
け
ま
し
て
、
内
部
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問問 答答

問 問答答

答答 問問

問 問答 答

議会広報議会広報
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本予算案は56億9,000万円、平成28年度当初予算比で8,800万円、
1.57％増となっています。歳入では、地方交付税2,543万3,000円、
国庫支出金４億4,068万8,000円の増。このうち、特定防衛施設
対策交付金が、平成28年度４億9,156万9,000円から、９億
6,814万1,000円へ、４億7,657万2,000円の増となり、歳入総額
の17％を占めているのが特徴であります。県支出金は4,518万
4,000円 の 増 と な る 一 方、地 方 消 費 税 は2,064万2,000円、
27.6％の減となっています。歳出では、農林水産業費で１億
3,322万4,000円、商工費で１億2,716万9,000円の増が予算総額、
対前年度比1.57％増の主な要因となっています。総務費では国民
全員の個人情報を政府が掌握するためのマイナンバーカードの発
行枚数が、村民全体のわずか7.9％であることが明らかになりまし
た。この制度の必要性を多くの村民が受け入れていないことを証
明するものであります。個人情報を丸裸にする制度と言われるマ
イナンバー制度は、即刻廃止すべきであります。
ゴルフ場の運営補助金も前年度同額の700万円が計上されてい
ます。平成27年度ゴルフ場の損益は、実質、赤字の損益が700万

円の補助金によって530万円余りの黒字決算になりました。
ゴルフ場利用税交付金は190万7,000円にすぎないゴルフ場へ
の補助金は赤字分に限るべきだと考えます。
福祉、教育、医療保険の分野では、子どもの貧困対策として
非課税世帯の保育料の無料化、就学支援費の増額、預かり保
育料の補助金増額が計上されています。子育て支援事業では、
預かり保育料の保護者負担軽減措置、給食費の軽減措置がな
されていますが、入学支度金については、全国的に広がって
いる入学前支給を実施するべきだと考えます。医療保険分野
では、子どもの医療費の村立診療所での窓口負担の増額計上
がなされておりますが、平成28年度は年度途中から実施され
たものであり、当初予算との比較はできません。窓口負担の
無料化を全県の医療機関で実施できるよう、取り組んでいく
べきだと考えます。総務費、県委託金では、本予算案にもわ
ずか２万円ではありますが、自衛官募集業務委託金が計上さ
れています。
防衛費は安倍内閣になって増え続け、平成28年度当初予算
としては初めて５兆円を超えました。平成29年度当初予算案
も前年度当初予算を上回り５兆1,251億円になっています。軍
事力増強を推し進める安倍暴走政権にブレーキをかける上で、
地方から反旗を翻すことを訴えるものであります。本予算案
から自衛官募集業務委託金の返上を求め、平成29年度一般会
計予算案への反対討論とします。

平成 29 年度施政方針において、互いに支え合い誇りをもって、
豊かな気持ちで暮らし続けられる村づくりの理念のもとに、６つ
の基本方針と９つの主要施策が示されました。
産業振興、学校教育環境整備、学力向上、住民福祉の向上、子

育て支援、医療の確保、保健の充実、道路、住宅等の整備、防災
行政や情報基盤の整備、基地行政等々の施策に即したきめ細やか
な事業計画と予算編成となっております。

制度創設をされてから、６年目を迎える沖縄振興特別推進
交付金については、県内で唯一、完全執行は本村のみで、関
係機関から好評価を受けているところであります。平成 29 年
度は減額となりましたが、生活環境整備、学習支援、人材育成、
交流事業と 12 の事業が計画をされ、引き続き完全執行される
ことを期待します。
学校給食費については、全児童生徒を対象とした半額助成

が開始され、保護者の負担軽減になり、喜ばれるものと思慮
します。今後も多様化、複雑化するであろう社会情勢の中、
村民ニーズに対応する職務の範囲も幅広いものになると思い
ますが、議会での声は、村民の声と真摯に受け止めていただき、
職員一丸となり、報告・連携・相談を怠ることなく、職務に
邁進していただけますようお願い申し上げ、56億 9,000 万円
の平成 29年度一般会計予算案に対し、賛成いたします。

反対討論反対討論
■ 一般会計予算案

10番　名嘉　實 議員

■ 一般会計予算案
５番　内間広樹 議員

　本予算案にも米軍の航送計画が盛り込まれております。昨年 10
月 31 日には、米軍は村当局及び議会の軍艦の港湾使用反対申し
入れを拒否し、米海軍のＬＣＵ202 揚陸艇を入港させ、海兵隊の
高輝度装甲車を積載し入港しました。高輝度装甲車ＬＡＶは機関
銃も装備した水陸両用装甲車です。
　翌 11 月１日には時化のため、揚陸艦は入港せず、高輝度装甲
車やハンビー型装甲車をフェリーに積載し、帰還しました。私は
フェリーでの米軍航送には一環して反対してきましたが、当局は
一般旅客運送法によって、米軍の航送は拒否できないとしてきま
した。本予算質疑の中では、海上運送法第 12 条、第 13 条によっ
て拒否できないとされました。海上運送法第 12 条には、運送の
引き受け義務として、一般旅客定期航路事業者は指定区間におい

ては、次の場合を除いて旅客手荷物及び小荷物の運送並びに
自動車航送をする一般旅客定期航路事業者にあっては、当該
自動車航送を拒絶してはならない。
１．当該運送が法令の規定又は公の秩序、または善良の風俗
に反するとき。２．天災その他やむを得ない事由による運送
上の支障があるとき。３．当該運送が第９条の規定により認
可を受けた運送約款に適合しないとき。第 13 条、不当な差別
的取扱いの禁止、一般旅客定期航路事業者は、旅客手荷物及
び小荷物の運送、並びに自動車航送をする一般旅客定期航路
事業者にあっては、当該自動車航送をする場合において、特
定の利用者に対し、不当な差別的取扱いをしてはならないと
規定されております。12 条も 13 条も、一般旅客に対する規
定であり、米軍を一般旅客とすることには無理があります。
法的にも無理な米軍の航送はすべきではありません。
　平成 29 年度予算案から米軍の航送計画の撤回を求め。平成
29年度船舶運航事業会計予算案に対する、反対討論とします。

　近年は、民泊事業や観光客の増加により、旅客ニーズの多様化
に伴い、バリアフリー化設備能力の向上を求められ、就航から 25
年を迎えるぐすくの代船建造も、沖縄県離島海運振興株式会社か
ら発注され、着工に至り、平成 30 年７月就航予定であります。

今年度も沖縄振興特別推進交付金事業で、自動車コスト負担
軽減事業や離島割引券システムモデル事業、伊江村ホームペー
ジサービス拡充強化事業で、より村民の負担軽減や１日五航
海の周年運航に向けた可能性調査の実施で、ますますの利便
性を期待するものであります。本村の観光振興と産業発展、
住民生活の向上発展に、より一層の安全運航と、健全運営を
確信し、平成 29 年度伊江村船舶運航事業会計予算（案）に対
する賛成討論といたします。

■ 伊江村船舶運航事業会計予算案
　　10番　名嘉　實 議員

■ 平成29年度伊江村船舶運航事業会計予算案
９番　知念一邦 議員

賛成討論賛成討論

予算審査特別委員会質疑
ち
ゅ
ら
島
づ
く
り
応
援
基
金
繰
入
金

に
関
係
し
て
、
お
返
し
の
品
額
が

40
％
程
度
と
あ
り
ま
し
た
が
、
返
礼
品
合
戦

が
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
40
％

と
い
う
の
は
、
県
内
市
町
村
で
は
高
い
水
準

な
の
か
、
低
い
水
準
な
の
か
。
あ
る
い
は
市

町
村
の
平
均
と
い
う
の
は
ど
の
ぐ
ら
い
な
の

か
伺
い
た
い
。

返
礼
品
の
率
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
平
均

ぐ
ら
い
で
、
低
い
と
こ
ろ
で
30
％
、

高
い
と
こ
ろ
で
50
％
か
ら
60
％
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
の
す
ご
く
華

美
に
な
り
、
返
礼
品
合
戦
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
御
批
判
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
応
援

し
た
い
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
い
ま
す

か
、
村
政
に
対
す
る
応
援
と
い
う
の
が
趣
旨

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

計
画
策
定
事
業
、
説
明
の
中
で
は
、

合
宿
所
の
検
討
等
と
あ
る
。
今
現
在
、
そ
の

合
宿
所
の
検
討
で
ど
こ
に
建
て
る
と
か
、
そ

う
い
っ
た
基
本
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

合
宿
施
設
の
計
画
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
計
画
を
進
め
て
お
り
ま

す
総
合
運
動
公
園
施
設
整
備
の
近
傍
が
望
ま

し
い
も
の
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

基
本
計
画
策
定
の
中
で
、
合
宿
施
設
か
ら
の

移
動
可
能
距
離
等
の
調
査
検
証
や
現
地
調
査

及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
既
存
施
設
の
利
活
用
も
視
野
に
入
れ
た
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
枠
を
考
慮
し
、
多
面
的
総
合

的
に
判
断
を
し
て
、
計
画
地
の
策
定
を
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

屋
内
運
動
場
の
コ
ー
ト
は
人
工
芝
使

用
で
あ
る
。
各
区
に
あ
る
コ
ー
ト
は

天
然
芝
で
あ
り
、
練
習
用
と
大
会
場
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
か
な
り
大
き
く
、
各
区
に
も
２

面
も
っ
て
い
る
う
ち
の
１
面
を
人
工
芝
に
張

り
替
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
要
請
が

あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
で
き
な
い
か
伺
い
た

い
。

工
事
的
な
費
用
も
含
め
調
査
研
究
し
、

平
成
29
年
度
の
中
で
、
事
業
活
用
も

含
め
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
で
あ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
要
望
で
す
の
で
、
応
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
共
進
推
対
策
補
助
金
50
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
江
島
の
代
表

と
し
て
伊
江
島
牛
を
全
国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す

る
わ
け
で
す
の
で
出
品
者
が
重
荷
に
な
ら
な

い
よ
う
な
、
報
償
金
を
出
し
た
方
が
良
い
と

思
う
が
村
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

沖
縄
県
、
あ
る
い
は
改
良
協
会
、Ｊ
Ａ
、

そ
し
て
村
の
改
良
組
合
等
々
と
連
携

を
密
に
し
て
、
伊
江
村
か
ら
全
共
に
出
品
牛

が
で
き
る
よ
う
な
態
勢
を
今
後
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
出
品
と
し
て
選
ば
れ
た
畜
主
の
皆
さ
ん

に
胸
を
張
っ
て
、
大
会
に
臨
ん
で
い
け
る

よ
う
負
担
軽
減
も
図
り
な
が
ら
、
全
共
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

村
外
か
ら
、
あ
る
い
は
県
外
か
ら
大

人
の
皆
さ
ん
が
民
泊
を
し
な
が
ら
、

伊
江
村
内
に
あ
る
歌
碑
め
ぐ
り
を
す
る
傾
向

に
あ
り
、
今
後
増
え
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
案

内
人
が
統
一
し
た
歌
碑
案
内
を
す
る
た
め
に
、

民
泊
関
係
者
、
案
内
人
を
含
め
て
講
習
会
を

開
催
し
た
ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
回
琉
歌
の
講
師
を
さ
れ
る
方
と
相

談
を
し
て
、
今
年
琉
歌
の
講
座
も
、

公
民
館
講
座
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

そ
れ
と
は
別
に
歌
碑
に
つ
い
て
も
、
１
回
は

講
座
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
は
村
民
対
象
と
い
う
形
で
す
の
で
、
民
間

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

製
糖
工
場
か
ら
旅
行
村
ま
で
大
き
い

プ
ラ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
が
、

植
え
つ
け
を
福
祉
作
業
所
に
委
託
で
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
役
場
で
指
示
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
か
丸
投
げ
の
よ

う
な
感
じ
で
、
金
だ
け
払
え
ば
い
い
と
い
う

よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。
や
は
り
役
場
の
担

当
職
員
が
行
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
現
在

も
植
え
て
す
ぐ
に
枯
れ
て
い
る
の
も
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
の
お
金
を
使
っ
て
ど
う
か
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

担
当
課
で
し
っ
か
り
と
状
況
を
把
握

し
、
的
確
な
指
示
を
し
て
、
し
っ
か

り
と
更
新
し
て
い
く
よ
う
な
体
制
が
一
番
重

要
だ
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ

う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

団
地
の
家
賃
に
関
し
て
、
あ
る
程

度
の
所
得
を
超
え
る
と
一
気
に
家

賃
が
上
が
り
、
上
限
の
10
万
７
，０
０
０

円
に
な
る
。
公
営
の
家
賃
が
高
く
な
る
の

は
、
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
金
額

の
上
限
が
10
万
円
を
超
え
る
と
い
う
の
は
、

大
都
市
並
み
の
家
賃
で
は
な
い
か
と
思
う
。

算
定
基
準
が
国
の
基
準
に
の
っ
と
っ
て
し
か

で
き
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ
村
長
、

平
成
29
年
度
で
調
査
を
し
て
、
解
決
す
る
方

向
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
役
場
を
挙
げ
て
、
調
査
、
研
修

を
し
て
、
何
ら
か
の
軽
減
策
が
今
後
、

で
き
る
よ
う
な
方
策
が
な
い
か
、
頑
張
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
状
認
識
は
、
全
く
一
緒
で
し
て
、
所
得
の

低
い
、
若
い
皆
さ
ん
を
伊
江
島
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
住
宅
を
提
供
し
て
い
く
と
い
う

公
営
住
宅
の
精
神
か
ら
し
て
、
そ
の
辺
の
部

分
を
し
っ
か
り
と
検
討
を
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

フ
ェ
リ
ー
券
売
機
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、

往
路
・
復
路
と
も
全
部
、
同
じ
白
で
、

年
寄
り
の
方
は
分
か
り
づ
ら
い
の
で
困
っ
て

い
る
。
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
と
行
き
が

黒
で
帰
り
が
赤
と
分
か
り
や
す
い
が
、
券
売

機
も
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
よ
う
な
色
つ
き
は
で

き
な
い
の
か
。

往
路
な
の
か
、
復
路
な
の
か
、
ど
っ
ち

な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
た
だ
い

ま
の
御
指
摘
同
様
、
何
件
か
伺
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
改
善
に
向
け
ま
し
て
、
内
部
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問問 答答

問 問答答

答答 問問

問 問答 答
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幼
稚
園
の
２
年
保
育
の
実

施
年
度
と
こ
れ
ま
で
の
検

討
会
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。平

成
27
年
４
月
よ
り
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
村
の
幼

稚
園
教
育
に
お
い
て
も
、
２
年
保

育
の
普
及
・
充
実
に
資
す
る
た

め
、
四
、
五
歳
児
の
就
園
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
伊
江

村
幼
稚
園
２
年
保
育
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
平
成
27
年
12
月
に
検

討
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
平
成
30
年
度
実
施

を
視
野
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
調
査
と
し
て
、
教

育
委
員
に
よ
り
ま
ず
県
内
の
事
例

を
視
察
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、

教
育
委
員
に
よ
る
調
査
を
深
め
、

保
護
者
へ
の
説
明
会
等
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

県
に
お
い

て
は
、
平

成
28
年
度
内
で
港

内
う
ね
り
対
策
を

踏
ま
え
た
対
策
案

を
決
定
し
、
29
年

度
か
ら
実
施
設
計

に
入
る
計
画
と
聞

い
て
い
る
。
ま

た
、
本
村
に
お
い

て
は
、
伊
江
港
西

側
の
大
口
側
を
統

合
し
た
新
た
な
伊
江
港
港
湾
整
備

計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
３
点
ほ
ど
伺
い
た

い
。

１
．
台
風
接
近
時
に
フ
ェ
リ
ー
を

港
内
で
係
留
で
き
る
計
画
は

あ
る
か
。

２
．
大
口
側
の
背
後
地
整
備
計
画

は
３
．
高
速
船
導
入
を
見
据
え
た
大

型
の
浮
桟
橋
を
検
討
で
き
な

い
か
伺
い
た
い
。

伊
江
港
内
の
抜
本
的
な
う

ね
り
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
沖
縄
県
か
ら
対
策
案
が
示
さ

れ
、
今
年
度
で
静
穏
度
向
上
対
策

検
討
会
議
に
お
い
て
確
定
し
、
沖

縄
北
部
連
携
促
進
特
別
振
興
対
策

特
定
開
発
事
業
推
進
費
を
活
用

し
、
平
成
29
年
度
に
実
施
設
計
に

着
手
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33

年
度
に
か
け
て
、
港
内
静
穏
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
波
除
堤
、
消

波
工
、
既
設
フ
ェ
リ
ー
バ
ー
ス
改

良
（
マ
イ
ナ
ス
５
・
０
ｍ
岸
壁
）

の
整
備
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
１
点
目
と
２
点
目
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
連
い
た
し
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
御
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

　
う
ね
り
対
策
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
県
港
湾
課
と

抜
本
的
な
静
穏
度
対
策
及
び
台
風

時
に
フ
ェ
リ
ー
が
接
岸
可
能
な
西

側
港
湾
施
設
の
拡
張
案
も
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
費
用

対
効
果
等
の
問
題
が
あ
り
今
後
、

う
ね
り
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、

西
側
港
湾
施
設
及
び
背
後
地
整
備

の
事
業
化
に
向
け
て
、
県
も
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
確

認
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
３
点
目
の
高
速
船
導
入
に
つ
い

て
は
、
公
営
企
業
課
に
お
い
て
平

成
26
年
度
に
小
型
高
速
船
旅
客
船

就
航
可
能
性
調
査
を
実
施
、
そ
の

結
果
、
現
状
で
は
高
速
船
導
入
は

厳
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
大
型
の
浮
桟
橋
に
つ
き
ま

し
て
も
、
現
状
で
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
官
民

連
携
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
拠
点

港
に
選
定
さ
れ
た
本
部
港
の
動
向

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
、
う
ね
り
対
策
の
着
実
な

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
可
能
な
西
側
港
湾
の

機
能
強
化
と
背
後
地
整
備
計
画
を

策
定
し
、
沖
縄
県
と
連
携
し
な
が

ら
関
係
機
関
へ
要
請
し
、
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

漁
業
を

取
り
巻

く
現
状
は
ま

だ
ま
だ
厳
し

い
状
況
に
あ

り
、
特
に
漁

船
エ
ン
ジ
ン

の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
エ
ン

ジ
ン
の
載
せ

替
え
に
多
額

の
費
用
が
掛

か
る
た
め
、

大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状

で
あ
る
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
他
の
漁
協
組

合
で
、
一
般
社
団
法
人
漁
業
経
営

安
定
化
推
進
協
会
の
補
助
に
よ
る

「
省
エ
ネ
機
器
導
入
推
進
事
業
」

を
活
用
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
載
せ

替
え
を
実
施
し
た
漁
協
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
補
助
事
業
希
望

者
が
多
い
こ
と
や
、
事
業
の
採
択

が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
村
に
お
い
て
も
伊
江
漁
協
と
連

携
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
導
入

に
つ
い
て
調
査
を
す
る
と
同
時

に
、
一
括
交
付
金
を
は
じ
め
他
の

補
助
事
業
が
導
入
で
き
な
い
か
伺

い
た
い
。近年

、
近
海
で
の
漁
獲
の
減

少
に
よ
り
、
漁
場
の
遠
方
化

に
よ
る
燃
油
消
費
が
著
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
漁

船
に
つ
い
て
は
、
平
成
初
期
頃
に

購
入
し
た
漁
船
が
多
く
、
そ
の
エ

ン
ジ
ン
等
の
維
持
管
理
費
が
負
担

増
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
（
水
産
庁
）
の
水
産
業
競
争
力

強
化
緊
急
事
業
の
中
で
「
競
争
力

強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事

業
」
で
は
、
生
産
力
の
向
上
、
省

力
省
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
漁
業
用

機
器
等
の
導
入
を
支
援
す
る
事
業

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
「
水
産

業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支

援
事
業
」
を
活
用
し
て
、
新
船
や

中
古
船
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年

度
よ
り
、
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
地
域
が
採

択
要
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現

段
階
で
は
こ
の
事
業
は
活
用
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
現

在
、
村
・
漁
協
・
そ
の
他
関
係
機

関
と
調
整
し
て
策
定
を
進
め
て
い

る
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
承
認

を
水
産
庁
へ
申
請
中
で
あ
り
伊
江

村
独
自
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
28
年

度
内
に
は
承
認
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。

　
漁
協
で
は
、
水
産
業
競
争
力
強

化
緊
急
事
業
等
を
活
用
で
き
る
よ

う
、
北
部
地
域
の
広
域
浜
プ
ラ
ン

の
策
定
へ
向
け
て
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
村

と
し
ま
し
て
も
、
他
市
町
村
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
浜
プ
ラ

ン
の
策
定
を
支
援
し
、
事
業
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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うねり対策等の整備が求められる伊江港

浮き桟橋の様子

伊江港西側から臨む風景

現在の背後地の風景

漁船のエンジンメンテナンス作業

ソデイカ荷降ろし作業風景
※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。

渡久地　政雄　議員

村政のここを問う !
３月定例会 一般質問

①
漁
船
エ
ン
ジ
ン
の
再
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て

村
長
／
事
業
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

②
２
年
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

教
育
長
／
平
成
30
年
度
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

島袋　勉　議員

①
将
来
を
見
据
え
た
伊
江
港
港
湾
整
備
計
画
を

村
長
／
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問

問

問

答

答

答



幼
稚
園
の
２
年
保
育
の
実

施
年
度
と
こ
れ
ま
で
の
検

討
会
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。平

成
27
年
４
月
よ
り
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
村
の
幼

稚
園
教
育
に
お
い
て
も
、
２
年
保

育
の
普
及
・
充
実
に
資
す
る
た

め
、
四
、
五
歳
児
の
就
園
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
伊
江

村
幼
稚
園
２
年
保
育
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
平
成
27
年
12
月
に
検

討
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
平
成
30
年
度
実
施

を
視
野
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
調
査
と
し
て
、
教

育
委
員
に
よ
り
ま
ず
県
内
の
事
例

を
視
察
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
、

教
育
委
員
に
よ
る
調
査
を
深
め
、

保
護
者
へ
の
説
明
会
等
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

県
に
お
い

て
は
、
平

成
28
年
度
内
で
港

内
う
ね
り
対
策
を

踏
ま
え
た
対
策
案

を
決
定
し
、
29
年

度
か
ら
実
施
設
計

に
入
る
計
画
と
聞

い
て
い
る
。
ま

た
、
本
村
に
お
い

て
は
、
伊
江
港
西

側
の
大
口
側
を
統

合
し
た
新
た
な
伊
江
港
港
湾
整
備

計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
３
点
ほ
ど
伺
い
た

い
。

１
．
台
風
接
近
時
に
フ
ェ
リ
ー
を

港
内
で
係
留
で
き
る
計
画
は

あ
る
か
。

２
．
大
口
側
の
背
後
地
整
備
計
画

は
３
．
高
速
船
導
入
を
見
据
え
た
大

型
の
浮
桟
橋
を
検
討
で
き
な

い
か
伺
い
た
い
。

伊
江
港
内
の
抜
本
的
な
う

ね
り
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
沖
縄
県
か
ら
対
策
案
が
示
さ

れ
、
今
年
度
で
静
穏
度
向
上
対
策

検
討
会
議
に
お
い
て
確
定
し
、
沖

縄
北
部
連
携
促
進
特
別
振
興
対
策

特
定
開
発
事
業
推
進
費
を
活
用

し
、
平
成
29
年
度
に
実
施
設
計
に

着
手
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33

年
度
に
か
け
て
、
港
内
静
穏
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
波
除
堤
、
消

波
工
、
既
設
フ
ェ
リ
ー
バ
ー
ス
改

良
（
マ
イ
ナ
ス
５
・
０
ｍ
岸
壁
）

の
整
備
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
１
点
目
と
２
点
目
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
連
い
た
し
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
御
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

　
う
ね
り
対
策
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
県
港
湾
課
と

抜
本
的
な
静
穏
度
対
策
及
び
台
風

時
に
フ
ェ
リ
ー
が
接
岸
可
能
な
西

側
港
湾
施
設
の
拡
張
案
も
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
費
用

対
効
果
等
の
問
題
が
あ
り
今
後
、

う
ね
り
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、

西
側
港
湾
施
設
及
び
背
後
地
整
備

の
事
業
化
に
向
け
て
、
県
も
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
確

認
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
３
点
目
の
高
速
船
導
入
に
つ
い

て
は
、
公
営
企
業
課
に
お
い
て
平

成
26
年
度
に
小
型
高
速
船
旅
客
船

就
航
可
能
性
調
査
を
実
施
、
そ
の

結
果
、
現
状
で
は
高
速
船
導
入
は

厳
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
大
型
の
浮
桟
橋
に
つ
き
ま

し
て
も
、
現
状
で
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
官
民

連
携
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
拠
点

港
に
選
定
さ
れ
た
本
部
港
の
動
向

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
、
う
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り
対
策
の
着
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な

推
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を
図
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ら
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ニ
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港
湾
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縄
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連
携
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な
が
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係
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し
、
事
業
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に
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取
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行
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た
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。
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に
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船
エ
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担
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が
現
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漁
業
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他
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漁
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業
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化
推
進
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こ
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や
、
事
業
の
採
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が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
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村
に
お
い
て
も
伊
江
漁
協
と
連

携
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
導
入

に
つ
い
て
調
査
を
す
る
と
同
時

に
、
一
括
交
付
金
を
は
じ
め
他
の

補
助
事
業
が
導
入
で
き
な
い
か
伺

い
た
い
。近年

、
近
海
で
の
漁
獲
の
減

少
に
よ
り
、
漁
場
の
遠
方
化

に
よ
る
燃
油
消
費
が
著
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
漁

船
に
つ
い
て
は
、
平
成
初
期
頃
に

購
入
し
た
漁
船
が
多
く
、
そ
の
エ

ン
ジ
ン
等
の
維
持
管
理
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が
負
担

増
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
（
水
産
庁
）
の
水
産
業
競
争
力

強
化
緊
急
事
業
の
中
で
「
競
争
力

強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事

業
」
で
は
、
生
産
力
の
向
上
、
省

力
省
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
漁
業
用

機
器
等
の
導
入
を
支
援
す
る
事
業

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
「
水
産

業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支

援
事
業
」
を
活
用
し
て
、
新
船
や

中
古
船
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年

度
よ
り
、
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
地
域
が
採

択
要
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現

段
階
で
は
こ
の
事
業
は
活
用
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
現

在
、
村
・
漁
協
・
そ
の
他
関
係
機

関
と
調
整
し
て
策
定
を
進
め
て
い

る
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の
承
認

を
水
産
庁
へ
申
請
中
で
あ
り
伊
江

村
独
自
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
28
年

度
内
に
は
承
認
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。

　
漁
協
で
は
、
水
産
業
競
争
力
強

化
緊
急
事
業
等
を
活
用
で
き
る
よ

う
、
北
部
地
域
の
広
域
浜
プ
ラ
ン

の
策
定
へ
向
け
て
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
村

と
し
ま
し
て
も
、
他
市
町
村
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
広
域
浜
プ
ラ

ン
の
策
定
を
支
援
し
、
事
業
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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村
診
療
所

は
、
平
成

28
年
度
か
ら
医
師

が
２
・
５
人
体
制

と
な
り
、
診
療
体

制
も
充
実
し
村
民

か
ら
も
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
が
一
方

で
、
医
師
住
宅
や

医
療
従
事
者
の
宿

舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
家
や
ア
パ

ー
ト
等
の
借
家
を
利
用
し
て
お
り

充
分
な
住
環
境
と
は
い
え
な
い
。

今
後
、
安
定
的
に
医
師
や
医
療
従

事
者
の
確
保
を
図
る
上
か
ら
も
医

師
住
宅
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
職

員
宿
舎
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
村
当
局
の
意
見
を
伺
い
た

い
。

村
の
医
療
体
制
は
、
人
工

透
析
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
強
化
、
専
門
医

外
来
（
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
開

設
、
さ
ら
に
緊
急
搬
送
船
み
ら
い

の
運
用
も
相
ま
っ
て
、
医
療
の
供

給
の
充
実
が
図
ら
れ
、
１
日
の
平

日
時
間
内
の
患
者
数
が
１
０
０
名

を
超
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
医
師
を
初
め
診
療
所
ス
タ
ッ

フ
の
「
断
ら
な
い
医
療
」
「
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
う
医
療
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
患
者
対
応
も
診
療
所

の
医
療
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
離
島
で
持
続
的
に
医
師
や
専
門

技
士
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

医
師
等
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
、

安
全
、
安
心
か
つ
快
適
に
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
は
必
要
不
可
欠

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

医
師
住
宅
は
、
平
成
７
年
度
、
平

成
８
年
度
に
建
設
さ
れ
た
２
施
設

が
あ
り
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
宿

舎
建
設
に
向
け
て
、
既
に
事
業
構

築
に
取
り
組
み
沖
縄
北
部
連
携
促

進
特
別
振
興
事
業
で
要
望
し
、
調

整
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

補
助
率
２
分
の
１
や
事
業
費
の
上

限
額
等
の
決
ま
り
が
あ
り
、
村
負

担
額
が
大
き
い
た
め
取
り
下
げ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
他
の
事

業
構
築
を
模
索
し
職
員
宿
舎
建
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
は
、

平
成
25
度
か
ら
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
事
業
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
医
療
過
疎

地
域
、
離
島
の
救
急
医
療
を
支
え

て
き
た
。
特
に
北
部
地
域
の
緊
急

搬
送
を
担
っ
て
き
た
役
割
は
、
非

常
に
大
き
く
地
域
に
定
着
し
て
き

ま
し
た
が
、
同
事
業
の
支
援
は
平

成
28
年
度
で
終
了
と
の
こ
と
で
あ

る
。
今
後
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト

会
員
や
、
民
間
企
業
、
一
般
か
ら

の
寄
付
金
だ
け
で
は
、
運
航
に
支

障
を
来
す
の
で
は
と
危
惧
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

村
当
局
と
し
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ

ー
ト
運
航
支
援
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

北
部
地
域
に
お
け
る
緊
急

搬
送
に
加
え
、
代
診
や
専

門
医
師
の
派
遣
も
行
い
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｈ
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
は
非
常
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
同
事
業
は
北
部
12
市
町
村
の

財
政
事
情
も
逼
迫
し
て
い
る
と
の

こ
と
か
ら
、
既
定
方
針
ど
お
り
平

成
28
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
が
、
北
部
広
域
市
町
村
事
務
組

合
理
事
会
で
決
定
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
運
航
支
援

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
に
つ
き
ま

し
て
は
、
沖
縄
県
に
厚
労
省
事
業

の
「
巡
回
診
療
へ
リ
事
業
」
に
つ

い
て
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ

を
活
用
し
た
専
門
医
な
ど
を
派
遣

し
、
離
島
の
医
療
体
制
の
支
援
拡

充
す
る
事
業
で
、
救
急
医
療
活
動

は
事
業
対
象
外
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
引
続
き
北
部
広
域
市
町
村
事

務
組
合
で
、
従
来
通
り
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
事
業
で
早
期

実
施
で
き
る
よ
う
、
要
請
し
て
ま

い
り
た
い
。

沖
縄
県
で

は
、
海
洋

深
層
水
の
特
性

を
活
用
し
て
、

沖
縄
の
産
業
振

興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
12

年
度
に
久
米
島

町
で
沖
縄
県
海

洋
深
層
水
研
究

所
を
開
所
し
て

い
る
。

　
現
在
で
は
、
18
の
企
業
が
参
画

し
て
、
久
米
島
町
の
産
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
す
実
績
で
諸

施
設
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
南
大
東
島
で
は
、
企
業
名
（
ノ

エ
ビ
ア
）
が
南
大
東
島
海
洋
研
究

所
を
開
所
し
て
水
面
か
ら
約
２
０

０
メ
ー
ト
ル
の
海
水
を
採
取
し
、

高
品
質
な
天
然
海
水
塩
や
海
水
濃

縮
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
独
自
の

プ
ラ
ン
ト
に
て
海
水
か
ら
の
有
効

成
分
抽
出
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
島
固
有
の
植
物
を
研

究
対
象
と
し
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・

医
薬
部
外
品
・
化
粧
品
へ
の
応
用

研
究
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
南
大
東
島
で
は
、
新
た
な
産
業

の
創
造
、
併
せ
て
過
疎
対
策
に
大

い
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
高
い
評

価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
大
東
村
で
も
、
平
成
27
年
度

に
く
み
上
げ
た
海
水
を
浄
化
し

て
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
ア
ワ
ビ

の
陸
上
養
殖
施
設
を
完
成
さ
せ
、

養
殖
の
経
過
は
極
め
て
順
調
で
あ

る
が
、
海
洋
深
層
水
を
活
用
で
き

る
の
な
ら
ば
安
定
生
産
、
あ
わ
せ

て
生
産
量
も
格
段
と
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
な
お
、
高
品
質
の
保
持

が
容
易
と
な
り
、
安
定
供
給
を
生

む
と
北
大
東
村
経
済
課
の
担
当
が

言
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
伊
江
島
に
お
い
て

も
、
将
来
へ
の
展
望
と
し
て
、
海

洋
深
層
水
利
用
シ
ス
テ
ム
開
発
に

乗
り
出
し
て
は
と
提
言
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
村
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

現
在
、
全
国
に
16
カ
所
の

海
洋
深
層
水
取
水
施
設
が

あ
り
、
久
米
島
の
沖
縄
県
海
洋
深

層
水
研
究
所
は
最
南
端
に
位
置

し
、
唯
一
の
亜
熱
帯
性
気
候
に
あ

る
施
設
と
し
て
、
車
エ
ビ
養
殖
、

海
ブ
ド
ウ
養
殖
、
葉
野
菜
栽
培
、

化
粧
品
関
係
、
食
品
関
連
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
海
洋
深
層
水

が
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
深
層
水
関
連
企
業
が
18
社
で
、

関
連
製
品
の
生
産
額
が
年
間
約
25

億
円
、
雇
用
人
員
が
約
１
７
０
名

で
、
久
米
島
に
お
け
る
一
大
産
業

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
地
域
特
性
に
合

っ
た
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低

減
及
び
、
海
洋
深
層
水
の
利
用
高

度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
に
海
洋

温
度
差
発
電
実
証
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
用

化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
加
速
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
御
質
問
の
海
洋
深
層
水
利
用
シ

ス
テ
ム
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
国
、
県
の
海
洋
深
層
水
に

関
す
る
施
策
の
動
向
や
、
海
洋
深

層
水
利
用
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発

の
進
展
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
村
で
の
事
業
構
築
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
県
と
協
議
、
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
調
査
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
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／
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①
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村
診
療
所

は
、
平
成

28
年
度
か
ら
医
師

が
２
・
５
人
体
制

と
な
り
、
診
療
体

制
も
充
実
し
村
民

か
ら
も
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
が
一
方

で
、
医
師
住
宅
や

医
療
従
事
者
の
宿

舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、
民
家
や
ア
パ

ー
ト
等
の
借
家
を
利
用
し
て
お
り

充
分
な
住
環
境
と
は
い
え
な
い
。

今
後
、
安
定
的
に
医
師
や
医
療
従

事
者
の
確
保
を
図
る
上
か
ら
も
医

師
住
宅
お
よ
び
医
療
従
事
者
の
職

員
宿
舎
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
村
当
局
の
意
見
を
伺
い
た

い
。

村
の
医
療
体
制
は
、
人
工

透
析
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
強
化
、
専
門
医

外
来
（
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
開

設
、
さ
ら
に
緊
急
搬
送
船
み
ら
い

の
運
用
も
相
ま
っ
て
、
医
療
の
供

給
の
充
実
が
図
ら
れ
、
１
日
の
平

日
時
間
内
の
患
者
数
が
１
０
０
名

を
超
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
医
師
を
初
め
診
療
所
ス
タ
ッ

フ
の
「
断
ら
な
い
医
療
」
「
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
う
医
療
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
患
者
対
応
も
診
療
所

の
医
療
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
離
島
で
持
続
的
に
医
師
や
専
門

技
士
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

医
師
等
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
、

安
全
、
安
心
か
つ
快
適
に
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
は
必
要
不
可
欠

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現

医
師
住
宅
は
、
平
成
７
年
度
、
平

成
８
年
度
に
建
設
さ
れ
た
２
施
設

が
あ
り
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
宿

舎
建
設
に
向
け
て
、
既
に
事
業
構

築
に
取
り
組
み
沖
縄
北
部
連
携
促

進
特
別
振
興
事
業
で
要
望
し
、
調

整
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

補
助
率
２
分
の
１
や
事
業
費
の
上

限
額
等
の
決
ま
り
が
あ
り
、
村
負

担
額
が
大
き
い
た
め
取
り
下
げ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
後
他
の
事

業
構
築
を
模
索
し
職
員
宿
舎
建
設

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
は
、

平
成
25
度
か
ら
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
事
業
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
医
療
過
疎

地
域
、
離
島
の
救
急
医
療
を
支
え

て
き
た
。
特
に
北
部
地
域
の
緊
急

搬
送
を
担
っ
て
き
た
役
割
は
、
非

常
に
大
き
く
地
域
に
定
着
し
て
き

ま
し
た
が
、
同
事
業
の
支
援
は
平

成
28
年
度
で
終
了
と
の
こ
と
で
あ

る
。
今
後
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト

会
員
や
、
民
間
企
業
、
一
般
か
ら

の
寄
付
金
だ
け
で
は
、
運
航
に
支

障
を
来
す
の
で
は
と
危
惧
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

村
当
局
と
し
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ

ー
ト
運
航
支
援
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

北
部
地
域
に
お
け
る
緊
急

搬
送
に
加
え
、
代
診
や
専

門
医
師
の
派
遣
も
行
い
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｈ
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
は
非
常
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
同
事
業
は
北
部
12
市
町
村
の

財
政
事
情
も
逼
迫
し
て
い
る
と
の

こ
と
か
ら
、
既
定
方
針
ど
お
り
平

成
28
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
が
、
北
部
広
域
市
町
村
事
務
組

合
理
事
会
で
決
定
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
運
航
支
援

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
に
つ
き
ま

し
て
は
、
沖
縄
県
に
厚
労
省
事
業

の
「
巡
回
診
療
へ
リ
事
業
」
に
つ

い
て
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
ヘ
リ

を
活
用
し
た
専
門
医
な
ど
を
派
遣

し
、
離
島
の
医
療
体
制
の
支
援
拡

充
す
る
事
業
で
、
救
急
医
療
活
動

は
事
業
対
象
外
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
引
続
き
北
部
広
域
市
町
村
事

務
組
合
で
、
従
来
通
り
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
事
業
で
早
期

実
施
で
き
る
よ
う
、
要
請
し
て
ま

い
り
た
い
。

沖
縄
県
で

は
、
海
洋

深
層
水
の
特
性

を
活
用
し
て
、

沖
縄
の
産
業
振

興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
12

年
度
に
久
米
島

町
で
沖
縄
県
海

洋
深
層
水
研
究

所
を
開
所
し
て

い
る
。

　
現
在
で
は
、
18
の
企
業
が
参
画

し
て
、
久
米
島
町
の
産
業
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
す
実
績
で
諸

施
設
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　
南
大
東
島
で
は
、
企
業
名
（
ノ

エ
ビ
ア
）
が
南
大
東
島
海
洋
研
究

所
を
開
所
し
て
水
面
か
ら
約
２
０

０
メ
ー
ト
ル
の
海
水
を
採
取
し
、

高
品
質
な
天
然
海
水
塩
や
海
水
濃

縮
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
独
自
の

プ
ラ
ン
ト
に
て
海
水
か
ら
の
有
効

成
分
抽
出
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
島
固
有
の
植
物
を
研

究
対
象
と
し
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・

医
薬
部
外
品
・
化
粧
品
へ
の
応
用

研
究
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
南
大
東
島
で
は
、
新
た
な
産
業

の
創
造
、
併
せ
て
過
疎
対
策
に
大

い
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
高
い
評

価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
北
大
東
村
で
も
、
平
成
27
年
度

に
く
み
上
げ
た
海
水
を
浄
化
し

て
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
ア
ワ
ビ

の
陸
上
養
殖
施
設
を
完
成
さ
せ
、

養
殖
の
経
過
は
極
め
て
順
調
で
あ

る
が
、
海
洋
深
層
水
を
活
用
で
き

る
の
な
ら
ば
安
定
生
産
、
あ
わ
せ

て
生
産
量
も
格
段
と
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
な
お
、
高
品
質
の
保
持

が
容
易
と
な
り
、
安
定
供
給
を
生

む
と
北
大
東
村
経
済
課
の
担
当
が

言
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
伊
江
島
に
お
い
て

も
、
将
来
へ
の
展
望
と
し
て
、
海

洋
深
層
水
利
用
シ
ス
テ
ム
開
発
に

乗
り
出
し
て
は
と
提
言
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
村
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

現
在
、
全
国
に
16
カ
所
の

海
洋
深
層
水
取
水
施
設
が

あ
り
、
久
米
島
の
沖
縄
県
海
洋
深

層
水
研
究
所
は
最
南
端
に
位
置

し
、
唯
一
の
亜
熱
帯
性
気
候
に
あ

る
施
設
と
し
て
、
車
エ
ビ
養
殖
、

海
ブ
ド
ウ
養
殖
、
葉
野
菜
栽
培
、

化
粧
品
関
係
、
食
品
関
連
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
海
洋
深
層
水

が
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
深
層
水
関
連
企
業
が
18
社
で
、

関
連
製
品
の
生
産
額
が
年
間
約
25

億
円
、
雇
用
人
員
が
約
１
７
０
名

で
、
久
米
島
に
お
け
る
一
大
産
業

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
地
域
特
性
に
合

っ
た
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低

減
及
び
、
海
洋
深
層
水
の
利
用
高

度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
に
海
洋

温
度
差
発
電
実
証
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
用

化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
加
速
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
御
質
問
の
海
洋
深
層
水
利
用
シ

ス
テ
ム
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
国
、
県
の
海
洋
深
層
水
に

関
す
る
施
策
の
動
向
や
、
海
洋
深

層
水
利
用
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発

の
進
展
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
村
で
の
事
業
構
築
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
県
と
協
議
、
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
調
査
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
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久米島町にある海洋深層水施設

深層水を利用した車エビ養殖

沖合より深層水を汲み上げる施設

亀里　敏郎　議員

②
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
サ
ポ
ー
ト
運
航
支
援
に
つ
い
て

村
長
／
早
期
実
施
で
き
る
よ
う
要
請
し
て
い
き
た
い

①
伊
江
島
で
の
海
洋
深
層
水
利
用
シ
ス
テ
ム
開
発
調
査
に
つ
い
て

村
長
／
事
業
構
築
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

①
医
師
住
宅
及
び
医
療
従
事
者
の
職
員
宿
舎
整
備
に
つ
い
て

村
長
／
職
員
宿
舎
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

山城　善彦　議員

問問

問

答

答

答

現在の医師住宅

MESH 発着の様子
※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。



中
学
生
が
２
万
３
，５
５
０
円
か

ら
４
万
７
，４
０
０
円
へ
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
準
要
保
護
児

童
生
徒
に
対
し
て
も
、
補
助
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
支
給
時
期
を

入
学
後
で
は
な
く
入
学
前
に
す
べ

き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た

い
。

１
つ
目
の
、
積
算
根
拠

は
、
国
庫
補
助
単
価
と
し

て
小
学
生
１
万
９
，９
０
０
円
、中

平
成
28
年
度
新
入
学
生
学

用
品
費
の
支
給
の
補
助
限
度

額
は
、小
学
生
で
２
万
９
０
０
円
、

中
学
生
で
２
万
３
，９
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
金
額
の
積

算
根
拠
を
伺
い
た
い
。
文
部
科
学

省
の
２
０
１
７
年
度
予
算
（
案
）

で
は
、
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費

補
助
金
単
価
の
内
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
は
、
小
学
生
で
平

成
16
年
度
２
万
４
７
０
円
か
ら
、

平
成
17
年
度
４
万
６
０
０
円
へ
、

地
方
創
生

の
一
つ
と

し
て
各
地
域
に

て
、
６
次
産
業

化
の
事
例
を
よ

く
見
聞
き
す
る

事
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
生
産

の
み
を
行
っ
て
い

た
農
家
が
加
工

（
商
品
開
発
）
や

流
通
、
販
売
ま
で

も
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
に
付

加
価
値
を
付
け
る
こ
と
で
農
業
の
活

性
化
、
新
規
就
農
者
拡
大
等
の
地
方

の
元
気
に
結
び
つ
け
る
目
的
で
、
国

を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　
本
村
に
お
い
て
も
「
水
あ
り
農

業
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
な
か
、

既
存
の
作
物
と
新
規
作
物
と
の
共

存
に
よ
る
農
業
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
特
に
新
規
就
農
者

の
拡
大
は
、
新
し
い
発
想
の
農
業

を
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
に
加
工
支
援
施
設
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
１
．
現
在
、
黒
糖
工
場
敷
地
内

に
併
設
し
て
あ
る
伊
江
村
農

産
物
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

を
、
商
品
開
発
支
援
施
設
と

し
て
一
般
開
放
し
使
用
で
き

な
い
か
。

　
２
．
新
た
に
「
と
畜
場
」
施
設

を
設
置
で
き
な
い
か
。

平
成
16
年
度
に
工
事
着
手

し
た
地
下
ダ
ム
工
事
が
完

成
し
、
圃
場
へ
の
給
水
栓
の
整
備

も
進
み
、
「
水
あ
り
農
業
」
へ
と

移
行
し
て
い
く
中
、
新
規
作
物
、

新
規
就
農
者
の
拡
大
を
図
り
、
こ

れ
か
ら
の
農
林
水
産
業
の
振
興
を

図
る
上
で
も
６
次
産
業
化
の
推
進

は
、
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
伊
江
村
農
産
物
食
品
加
工
セ
ン

タ
ー
は
平
成
16
年
１
月
に
開
所

し
、
伊
江
島
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

紅
い
も
の
ペ
ー
ス
ト
な
ど
村
を
代

表
す
る
特
産
品
を
製
造
し
て
お
り

ま
す
。
加
工
セ
ン
タ
ー
の
一
般
開

放
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

村
内
の
福
祉
団
体
が
落
花
生
を
焙

煎
す
る
た
め
、
調
理
室
の
オ
ー
ブ

ン
の
使
用
や
、
自
営
業
の
方
が

ジ
ェ
ラ
ー
ト
作
り
の
た
め
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
製
造
室
を
使
用
す
る
な

ど
、
個
々
の
申
請
に
応
じ
て
開
放

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
施
設
の
機
器
等

を
使
用
す
る
団
体
、
個
人
に
つ
き

ま
し
て
は
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
職

員
も
付
き
添
い
、
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
個
人
や
団

体
に
よ
る
加
工
の
相
談
や
機
械
の

使
用
な
ど
を
開
放
し
、
新
た
な
付

加
価
値
の
つ
い
た
商
品
開
発
、
販

路
開
拓
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
「
と
畜
場
」
施
設
を
設

置
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
は
、

「
と
畜
場
」
と
は
「
一
般
と
畜

場
」
と
「
簡
易
と
畜
場
」
に
分
類

さ
れ
ま
す
が
、
と
畜
場
法
に
よ
り

ま
す
と
、
「
一
般
と
畜
場
」
は
生

後
一
年
以
上
の
牛
、
若
し
く
は
馬

ま
た
は
、
１
日
に
10
頭
を
こ
え
る

獣
畜
（
牛
・
豚
・
め
ん
羊
及
び
山

羊
）
を
と
殺
し
、
ま
た
は
解
体
す

る
規
模
を
有
す
る
と
畜
場
を
指
し

ま
す
。

　
次
に
、
「
簡
易
と
畜
場
」
は
、

「
一
般
と
畜
場
」
以
外
の
と
畜
場

と
い
う
定
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
概
略
的
に
は
対
象

獣
畜
の
月
齢
と
一
日
に
と
畜
す
る

獣
畜
数
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
般
、
簡
易
に
関
わ
ら
ず
、
と

畜
場
の
設
置
に
関
し
て
は
、
「
と

畜
場
法
」
に
係
る
施
設
構
造
設
備

基
準
や
排
水
処
理
の
課
題
、
さ
ら

に
は
、
施
設
常
駐
獣
医
師
や
と

畜
・
解
体
免
許
資
格
取
得
者
等
の

専
門
的
な
雇
用
条
件
の
確
保
等
多

く
の
検
討
課
題
が
あ
り
、
そ
の
必

要
性
、
管
理
運
営
方
法
等
、
先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
、
環
境
衛
生

面
や
６
次
産
業
化
の
推
進
に
資
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
保
育
料
を

軽
滅
し
て
ほ

し
い
」。
こ
れ
は
、

低
賃
金
で
あ
え
ぐ

若
者
の
切
実
な
声

で
伊
江
村
の
保
育

料
徴
収
金
基
準
額

は
、
平
成
28
年
度

に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
料
徴
収

金
基
準
額
表
の
平

成
27
年
度
と
、
平

成
28
年
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、

所
得
割
額
が
平
成
28
年
度
は
４
階

に
細
分
化
さ
れ
、
４
階
層
に
も

「
母
子
・
父
子
、
障
害
者
家
庭
」

の
軽
減
が
行
わ
れ
、
標
準
時
間
保

育
の
保
育
料
は
３
階
層
、
４
階
層

と
も
３
歳
未
満
児
も
３
歳
以
上
児

も
、
１
人
の
場
合
半
額
へ
、
二
人

以
降
は
ゼ
ロ
へ
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
「
そ
の
他
一
般
家

庭
」
は
、
村
民
税
が
均
等
割
の
み

世
帯
の
３
〜
２
階
層
以
降
の
軽
減

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
、「
そ
の
他
一
般
世
帯
」
で

も
非
正
規
職
員
が
多
く
、
正
職
員

で
も
低
賃
金
の
若
者
の
保
育
料
を

軽
減
し
、
子
育
て
支
援
を
行
う
べ

き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な

い
か
。国

の
示
す
保
育
料
徴
収
金

基
準
額
が
、
平
成
27
年
度

に
引
続
き
、
平
成
28
年
度
も
見
直

さ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
国
の
基

準
に
準
じ
改
正
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
多
子
世
帯
と
ひ
と
り
親

世
帯
に
は
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た

が
、
議
員
お
説
の
と
お
り
３
階
層

以
降
の
「
そ
の
他
の
一
般
世
帯
」

区
分
に
つ
い
て
、
４
階
層
で
若
干

の
細
分
化
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
な
軽
減
策

に
至
っ
て
い
な
い
。
平
成
29
年
度

は
、
非
課
税
世
帯
、
ひ
と
り
親
世

帯
等
を
対
象
に
無
料
化
を
実
施

し
、
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
徴
収

金
基
準
額
の
細
分
化
を
含
め
、
保

育
所
の
運
営
状
況
を
見
極
め
、
全

体
的
な
保
育
料
の
軽
減
策
を
講
じ

た
い
。
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学
校
２
万
２
，９
０
０
円
を
支
給
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
、沖
縄
県
子

ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
交
付
金
事

業
に
よ
り
拡
充
さ
れ
た
費
用
を
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，０
０
０
円
追
加
し
て
、

小
学
生
２
万
９
０
０
円
、
中
学
生

２
万
３
，９
０
０
円
を
交
付
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
の
、
準
要
保
護
児
童
生
徒

に
対
し
て
も
補
助
限
度
額
の
引
き
上

げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
議
員
お
説
の
要
保
護

世
帯
の
単
価
引
き
上
げ
と
同
額
の
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
検
討
し

た
い
。

　
３
つ
目
の
、
支
給
時
期
を
入
学

前
に
す
べ
き
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
の
制
度
で
は
、
そ
の
世
帯
の

課
税
等
認
定
状
況
の
調
査
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
入
学
時
前
の
支
給

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
制
度
構
築
が
で
き
る
の
か
に

つ
い
て
も
、
検
討
し
た
い
。

議会広報議会広報

伊江村加工センター

落花生を加工処理中

名嘉　實　議員

②
小
学
生
と
中
学
生
の
入
学
準
備
金
に
つ
い
て

村
長
／
支
援
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

①
６
次
産
業
化
へ
向
け
た
加
工
支
援
施
設
に
つ
い
て

村
長
／
６
次
産
業
化
の
推
進
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い内間　広樹　議員

①
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て

村
長
／
全
体
的
な
保
育
料
の
軽
減
策
を
講
じ
た
い

問問

問

答

答

答

西小学校入学式（24 人）

伊江小学校入学式（13 人）

運動会で頑張る保育園児

※一般質問の詳しい内容については公民館またはホームページの議事録をご覧ください。



中
学
生
が
２
万
３
，５
５
０
円
か

ら
４
万
７
，４
０
０
円
へ
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
準
要
保
護
児

童
生
徒
に
対
し
て
も
、
補
助
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
支
給
時
期
を

入
学
後
で
は
な
く
入
学
前
に
す
べ

き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た

い
。

１
つ
目
の
、
積
算
根
拠

は
、
国
庫
補
助
単
価
と
し

て
小
学
生
１
万
９
，９
０
０
円
、中

平
成
28
年
度
新
入
学
生
学

用
品
費
の
支
給
の
補
助
限
度

額
は
、小
学
生
で
２
万
９
０
０
円
、

中
学
生
で
２
万
３
，９
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
金
額
の
積

算
根
拠
を
伺
い
た
い
。
文
部
科
学

省
の
２
０
１
７
年
度
予
算
（
案
）

で
は
、
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費

補
助
金
単
価
の
内
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
は
、
小
学
生
で
平

成
16
年
度
２
万
４
７
０
円
か
ら
、

平
成
17
年
度
４
万
６
０
０
円
へ
、

地
方
創
生

の
一
つ
と

し
て
各
地
域
に

て
、
６
次
産
業

化
の
事
例
を
よ

く
見
聞
き
す
る

事
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
生
産

の
み
を
行
っ
て
い

た
農
家
が
加
工

（
商
品
開
発
）
や

流
通
、
販
売
ま
で

も
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
作
物
に
付

加
価
値
を
付
け
る
こ
と
で
農
業
の
活

性
化
、
新
規
就
農
者
拡
大
等
の
地
方

の
元
気
に
結
び
つ
け
る
目
的
で
、
国

を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
取
り
組
み

で
あ
る
。

　
本
村
に
お
い
て
も
「
水
あ
り
農

業
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
な
か
、

既
存
の
作
物
と
新
規
作
物
と
の
共

存
に
よ
る
農
業
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
特
に
新
規
就
農
者

の
拡
大
は
、
新
し
い
発
想
の
農
業

を
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
に
加
工
支
援
施
設
が
必

要
に
な
る
と
考
え
る
が
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
１
．
現
在
、
黒
糖
工
場
敷
地
内

に
併
設
し
て
あ
る
伊
江
村
農

産
物
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー

を
、
商
品
開
発
支
援
施
設
と

し
て
一
般
開
放
し
使
用
で
き

な
い
か
。

　
２
．
新
た
に
「
と
畜
場
」
施
設

を
設
置
で
き
な
い
か
。

平
成
16
年
度
に
工
事
着
手

し
た
地
下
ダ
ム
工
事
が
完

成
し
、
圃
場
へ
の
給
水
栓
の
整
備

も
進
み
、
「
水
あ
り
農
業
」
へ
と

移
行
し
て
い
く
中
、
新
規
作
物
、

新
規
就
農
者
の
拡
大
を
図
り
、
こ

れ
か
ら
の
農
林
水
産
業
の
振
興
を

図
る
上
で
も
６
次
産
業
化
の
推
進

は
、
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
伊
江
村
農
産
物
食
品
加
工
セ
ン

タ
ー
は
平
成
16
年
１
月
に
開
所

し
、
伊
江
島
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

紅
い
も
の
ペ
ー
ス
ト
な
ど
村
を
代

表
す
る
特
産
品
を
製
造
し
て
お
り

ま
す
。
加
工
セ
ン
タ
ー
の
一
般
開

放
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

村
内
の
福
祉
団
体
が
落
花
生
を
焙

煎
す
る
た
め
、
調
理
室
の
オ
ー
ブ

ン
の
使
用
や
、
自
営
業
の
方
が

ジ
ェ
ラ
ー
ト
作
り
の
た
め
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
製
造
室
を
使
用
す
る
な

ど
、
個
々
の
申
請
に
応
じ
て
開
放

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
施
設
の
機
器
等

を
使
用
す
る
団
体
、
個
人
に
つ
き

ま
し
て
は
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
職

員
も
付
き
添
い
、
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
個
人
や
団

体
に
よ
る
加
工
の
相
談
や
機
械
の

使
用
な
ど
を
開
放
し
、
新
た
な
付

加
価
値
の
つ
い
た
商
品
開
発
、
販

路
開
拓
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
「
と
畜
場
」
施
設
を
設

置
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
は
、

「
と
畜
場
」
と
は
「
一
般
と
畜

場
」
と
「
簡
易
と
畜
場
」
に
分
類

さ
れ
ま
す
が
、
と
畜
場
法
に
よ
り

ま
す
と
、
「
一
般
と
畜
場
」
は
生

後
一
年
以
上
の
牛
、
若
し
く
は
馬

ま
た
は
、
１
日
に
10
頭
を
こ
え
る

獣
畜
（
牛
・
豚
・
め
ん
羊
及
び
山

羊
）
を
と
殺
し
、
ま
た
は
解
体
す

る
規
模
を
有
す
る
と
畜
場
を
指
し

ま
す
。

　
次
に
、
「
簡
易
と
畜
場
」
は
、

「
一
般
と
畜
場
」
以
外
の
と
畜
場

と
い
う
定
義
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
概
略
的
に
は
対
象

獣
畜
の
月
齢
と
一
日
に
と
畜
す
る

獣
畜
数
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
一
般
、
簡
易
に
関
わ
ら
ず
、
と

畜
場
の
設
置
に
関
し
て
は
、
「
と

畜
場
法
」
に
係
る
施
設
構
造
設
備

基
準
や
排
水
処
理
の
課
題
、
さ
ら

に
は
、
施
設
常
駐
獣
医
師
や
と

畜
・
解
体
免
許
資
格
取
得
者
等
の

専
門
的
な
雇
用
条
件
の
確
保
等
多

く
の
検
討
課
題
が
あ
り
、
そ
の
必

要
性
、
管
理
運
営
方
法
等
、
先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
、
環
境
衛
生

面
や
６
次
産
業
化
の
推
進
に
資
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
保
育
料
を

軽
滅
し
て
ほ

し
い
」。
こ
れ
は
、

低
賃
金
で
あ
え
ぐ

若
者
の
切
実
な
声

で
伊
江
村
の
保
育

料
徴
収
金
基
準
額

は
、
平
成
28
年
度

に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
料
徴
収

金
基
準
額
表
の
平

成
27
年
度
と
、
平

成
28
年
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、

所
得
割
額
が
平
成
28
年
度
は
４
階

に
細
分
化
さ
れ
、
４
階
層
に
も

「
母
子
・
父
子
、
障
害
者
家
庭
」

の
軽
減
が
行
わ
れ
、
標
準
時
間
保

育
の
保
育
料
は
３
階
層
、
４
階
層

と
も
３
歳
未
満
児
も
３
歳
以
上
児

も
、
１
人
の
場
合
半
額
へ
、
二
人

以
降
は
ゼ
ロ
へ
軽
減
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
「
そ
の
他
一
般
家

庭
」
は
、
村
民
税
が
均
等
割
の
み

世
帯
の
３
〜
２
階
層
以
降
の
軽
減

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
、「
そ
の
他
一
般
世
帯
」
で

も
非
正
規
職
員
が
多
く
、
正
職
員

で
も
低
賃
金
の
若
者
の
保
育
料
を

軽
減
し
、
子
育
て
支
援
を
行
う
べ

き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な

い
か
。国

の
示
す
保
育
料
徴
収
金

基
準
額
が
、
平
成
27
年
度

に
引
続
き
、
平
成
28
年
度
も
見
直

さ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
国
の
基

準
に
準
じ
改
正
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
多
子
世
帯
と
ひ
と
り
親

世
帯
に
は
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た

が
、
議
員
お
説
の
と
お
り
３
階
層

以
降
の
「
そ
の
他
の
一
般
世
帯
」

区
分
に
つ
い
て
、
４
階
層
で
若
干

の
細
分
化
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
な
軽
減
策

に
至
っ
て
い
な
い
。
平
成
29
年
度

は
、
非
課
税
世
帯
、
ひ
と
り
親
世

帯
等
を
対
象
に
無
料
化
を
実
施

し
、
平
成
30
年
度
を
め
ど
に
徴
収

金
基
準
額
の
細
分
化
を
含
め
、
保

育
所
の
運
営
状
況
を
見
極
め
、
全

体
的
な
保
育
料
の
軽
減
策
を
講
じ

た
い
。
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平成29年第1回臨時会議決の結果

村道の路線廃止について

伊江村総合運動公園野球場整備工事（土木）の請負契約について

伊江村総合運動公園野球場整備工事（建築）の請負契約について

伊江村総合運動公園野球場整備工事（電気整備）の請負契約について

認定第1号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

村長

村長

村長

村長

3月2日

3月2日

3月2日

3月2日

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

平成29年第2回定例会議決の結果

平成29年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告について

西崎漁港整備工事の専決処分の報告について

ミースィ公園整備工事の専決処分の報告について

平成29年度伊江村一般会計予算

平成29年度伊江村診療所特別会計予算

平成29年度伊江村国民健康保険特別会計予算

平成29年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算

平成29年度伊江村水道事業会計予算

平成29年度伊江村船舶運航事業会計予算

平成28年度伊江村一般会計補正予算（第5号）

平成28年度伊江村診療所特別会計補正予算（第5号）

平成28年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

平成28年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

平成28年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第3号）

伊江村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村職員の勤務時間に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

伊江村出産待機時の宿泊代の助成に関する条例の一部を改正する条例

伊江村未熟児養育医療受療児の母親の宿泊助成に関する条例の一部を改正する条例

伊江村人工透析医療受療者の宿泊料助成に関する条例の一部を改正する条例

伊江村要保護児童対策地域協議会設置条例の制定について

報告第１号

報告第２号

報告第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

※

※

※

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

3月10日

3月10日

3月10日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

原案報告

原案報告

原案報告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

平成29年第2回定例会議決の結果

伊江村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

伊江村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村税条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

伊江村農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について

伊江村体験交流施設の指定管理者の指定について

村営西部西地区土地改良事業の施行について

村営東江上第２地区土地改良事業の施行について

教育委員の任命について

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

同意第１号

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

村長

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月10日

3月17日

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

平成29年第3回臨時会議決の結果

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書の提出について

平成28年度伊江村一般会計補正予算（第6号）

平成28年度伊江村診療所特別会計補正予算（第6号）

平成28年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第6号）

平成28年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）

報告第4号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

村長

村長

村長

村長

村長

3月28日

3月28日

3月28日

3月28日

3月28日

原案報告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

平成29年第4回臨時会議決の結果

専決処分した伊江村税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについて

専決処分した伊江村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の承認を求めることについて

副村長の選任について

平成29年度伊江村一般会計補正予算（第1号）

※議案第17号については　平成29年4月1日より1泊あたり4,600円から5,500円へ改正
※議案第18号については　　　　　〃　　　　1泊あたり4,600円から5,500円へ改正
※議案第19号については　　　　　〃　　　　1泊あたり4,600円から5,500円へ改正

専決処分した伊江村固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の
承認を求めることについて

承認第1号

承認第2号

承認第3号

同意第2号

議案第33号

村長

村長

村長

村長

村長

4月26日

4月26日

4月26日

4月26日

4月26日

原案承認

原案承認

原案承認

原案同意

原案可決

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果

議会広報議会広報

議決結果
説　　明
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平成29年第1回臨時会議決の結果

村道の路線廃止について

伊江村総合運動公園野球場整備工事（土木）の請負契約について
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件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果
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平成29年第3回臨時会議決の結果
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平成29年度伊江村一般会計補正予算（第1号）

※議案第17号については　平成29年4月1日より1泊あたり4,600円から5,500円へ改正
※議案第18号については　　　　　〃　　　　1泊あたり4,600円から5,500円へ改正
※議案第19号については　　　　　〃　　　　1泊あたり4,600円から5,500円へ改正
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件　　　名議案番号 提案者 議決月日 議決結果
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観光地域づくり
離島議員研修会

これからの課題
町村議会議員研修会

議会運営の向上を目指して
伊江村議会講習会

研 修 報 告
Tra in i ng  r e po r t

全議員　H29年2月22日

全議員　H29年2月23日

全議員協議会　H29年5月18日

“みんなの声” 
　  聞いてみました

こはま かつよし

小浜 勝良
（西崎区）

　小浜さんは、現在64歳で組合員の中で最年長で
すが、現在も400aを作付し若者に負けず島の産業
である葉たばこ生産に取組んでいます。

　平成４年度に導入した西川共同乾燥場の乾燥機
が古く、いつ壊れてもおかしくない状況にあるの
で補助事業等があれば助かります。また、雇用者
が見つからず多くの葉たばこ生産者が困っていま
す。求人募集法について村と協議出来ないか。

小浜さんから一言

葉たばこの生育状況を確認

みやぎ しげと

宮城 茂人
（西江上区）

　宮城さんは、現在42歳で作付面積400a、葉たば
こを生産して20年を迎え昨年から沖縄県たばこ耕
作組合の青年部長も務め、葉たばこの振興発展に
努力しています。

　求人情報誌やインターネットで呼びかけても
パートが見つからず生産農家、共同乾燥場も人手
不足で困っています。どのような方法で求人募集
を行えば良いか困っています。

宮城さんから一言

収穫作業に追われる宮城さん

まえだ しょうた

前田 将太
（東江前区）

　前田さんは、現在36歳で作付面積は600a、４男
１女の大家族のお父さんです。７月に６番目のお
子さんが産まれます。
　子供たちを養うために一生懸命働いています。

　今回の研修では、離島議員162人事務局員29人
総勢191人が一斉に集い、那覇市の自治会館で研修
があり、清水愼一氏が「これからの離島振興につい
て」と題し講演が行われました。
　その後、北部地区の離島を抱える4町村による交
流会を開催し有意義な意見交換を行った。

　町村議会議員研修会では「平成29年度町村予算
と行財政運営」と題し、沖縄県企画調整統括監の宮
城力氏が講演、また「日米地位協定について」と題
し沖縄国際大学大学院教授の前泊博盛氏が講演を
行いました。沖縄の行財政や基地の実情を学びま
した。
　また、本村でも昨年からアジアン野菜の研究栽培
が実施されており、南城市にあるバジル栽培施設の
視察も行った。

　講習会では、資質の向上に向け沖縄県町村議会議長会
の石垣安秀事務局長を本村に招き、議会の進め方や一般
質問などについて積極的に意見交換が行われた。
　この講習会で学んだことを今後の議会運営に繋げてい
きたい。

　平成29年5月9日に
は、静岡県御殿場市議会
より4名の議員が本村で
視察研修を行い、本村の
行政、観光産業、基地問題
等について意見交換を行
いました。

　機械が老朽化し買換えたいが、葉たばこへの補
助事業等があれば助かります。
　農地が少ないのに農地を削ってまでの総合運動
場の計画は場所を再考してほしい。

前田さんから一言

家族総出で収穫作業中の前田さん

　村内の産業や各地域で頑張っ
ている方々にスポットをあて、地
域の声を掲載しています。第3
弾として収穫最盛期の葉たばこ
生産者の皆さんに聞きました。

清水氏による講演

大原農園にてバジル栽培を学ぶ

講習会の様子

石垣事務局長による講習会

行政視察対応
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行政視察対応



17 16

1日：
2日：
2日：

 3日：
3日：
6日：
6日：
9日：
10日：
11日：
18日：
23日：
24日：
 
27日：
27日：
28日：
28日：
31日：

3日：
7日：
8日：
10日：
16日：
18日：
19日：
20日：
21日：
22日：
22日：
24日：
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26日：
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28日：

９日：
10日：
10日：
11日：
11日：

12日：
18日：
18日：
25日：
25日：
26日：
27日：
29日：
31日：

堆肥センター完工式典・祝賀会（全議）
第１回伊江村議会臨時議会（全議）
伊江島民泊感謝の集い（議長）
平成29年北部広域市町村圏事務組合議会第49回定例会（議長）
平成28年度「防風林の日」関連行事植樹祭（全議）
東村文化・スポーツ記念館落成式・祝賀会（議長）
議会運営委員会（運営委員）
第２回伊江村議会定例議会（17日まで）
議員全員協議会
伊江中学校卒業式（全議）
伊江村民収容地跡記念碑移設建立除幕式・祝賀会（全議）
２小学校卒業式（全議） 
北部地域における基幹病院の整備を求める
北部12市町村住民総決起大会（全議）
基幹病院整備県要請（議長）
名誉村民  『岡本行夫氏』  来村と講演会（全議）
第３回伊江村議会臨時議会（全議）
伊江村総合運動公園野球場整備工事起工式（全議）
伊江村役場退職者辞令交付式（議長）

伊江村役場新職員及び人事異動に伴う辞令交付式(議長)
さとうきび製糖終了報告会（全議）
第25回伊江島一周マラソン大会（全議）
２小学校入学式（全議）
アーニーパイル慰霊祭(議長)
伊江村長及び伊江村議会議員補欠選挙の当選証書付与式（全議）
第73回伊江村青年会定期総会（議長）
新任教職員歓迎会（全議）
芳魂之塔平和祈願祭（全議）
第22回伊江島ゆり祭りオープニング（全議）
灯台慰霊祭（議長）
北部市町村議会議長会監査（議長）
伊江村老人クラブ連合会総会（全議）
第４回伊江村議会臨時議会（全議）
伊江村婦人会定期総会（議長）
北部市町村議会議長会臨時総会（議長）
沖縄振興拡大会議（議長）

静岡県御殿場市議会視察研修受入れ（議長）
北部市町村議会議長会第１回理事会・定期総会（議長）
イージマ郷友会新高校生激励会（副議長）
沖縄県町村議会常任委員長・副委員長研修会（正･副常任委員長）
北部地域の道路網の整備促進並びに離島架橋の
早期実現に向けた決起大会（議長）
子牛畜産共進会（全議）
全員協議会・研修会（全議）
伊江村人材育成会理事会・総会（全議）
村出身公務員会総会・懇談会（議長）
平成29年度伊江村商工会通常総会（副議長）
議会広報特別委員会
第25回伊江村チャリティーなつメロの夕べ（全議）
海神祭（全議）
北部地区議長会研修会（北海道：議長）

3月
平成29年

4月

5月

議会の活動

ワッタウムイ
「ワッタウムイ」とは伊江島の方言で「私たちの思い・考え・真心・愛情」という意味。

　編み手が高齢化し現在では
見かけなくなったアダン葉帽
子を、現在に残し継承してい
きたいと宜野湾市の糸数弓子
（いとかずゆみこ）先生を迎え
製作に取組む皆さん。
　現在20名ほどが講習を受
けています。

　今回で伊江島に３回目
の赴任となる伊江小学校
の比嘉悟(ひがさとる)校
長は、伊江島で教育の原
点を学ばせていただいた
ので、「皆さんに恩返しが
したい」と意気込んでい
ます。
　宜しくお願いします。

ハーヤミ
我慢しないで
くださいね

伊江島の
伝統文化を
復活させます

教え子がPTA
になっている
(^_^;)

2017年 6月　No.157 2017年 6月　No.157議会広報議会広報

各区代表の子牛が勢ぞろい

第 22 回伊江島ゆり祭り
オープニング

当選証書付与式
左から島袋村長・知念議員

防風林の日（西江上区タチセの森）

伊江村民収容地跡記念碑
移設建立除幕式（久志）

　伊江歯科の屋宜宣寿（やぎ
のぶひさ）先生によると虫歯
の平均本数が伊江島の小学
生で1.05本、沖縄県が 2.1
本、全国が 0.99 本となって
います。
　歯を治療することで生活
習慣病の予防にもなるので、
いつでも伊江歯科に来てく
ださい。 
☎49-2214
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編集後記
傍聴を希望される方は、お気
軽に議会事務局までお問い合
わせください。

　議会広報特別委員会では、『ワッタウムイ』、『みんなの声
聞いてみました』など、新しい企画にも取組んでいます。
これからも村民皆様に興味を持っていただく広報誌作りに
取組んでいきたいと思います。
　ご感想やご意見・ご要望をお寄せ下さい。
　宜しくお願いします。　

事務局　知念一史

傍聴席へどうぞ

TEL 0980-49-2924（直通）

題字を書いていただいた
内間梅正さん
昭和２年７月９日生まれ（満88歳）
（東江上区・ウサパンタ家）

わーどぅ
はちゃんどー

　現在グループホームご入所中の梅正
さんは、カラオケがご趣味で特に軍歌
が得意。
　それに増し奥様の面会が何より一番
の楽しみな梅正さんです。
　昔から達筆だったとのこと、題字も
一発でお見事に書いて下さいました。

　平成 29 年 4 月 18 日付けで当選証書
を受けた東江上区の知念一吉です。
　これから、伊江村議員として地域の事、
伊江村の事をサポートしていきたいと思い
ますので宜しくお願い致します。

題字執筆者紹介

議員
紹介

※６月は定例議会が開催されます。（防災無線で周知します）

ナガラ原地区に広がる葉たばこ風景　５月９日撮影

議会広報
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